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　平成 31 年の新春にあたり、謹んでご挨拶を申し上げます。
皆様方には、常日頃から商工会議所活動に対しまして、ご支援ご協力を賜り厚く御礼申
し上げます。
　さて、東日本大震災から本年 3 月で満 8 年を迎えようとしております。
　相馬地方では、大震災から復興に向けて様々な社会資本の復旧整備が行われて参り
ましたが、悲願であった東北中央自動車道（相馬福島道路）については、現時点で約 6
割が供用開始され、本年度末には相馬 IC ～相馬西 IC 間が開通予定となっております。
今後も、相馬福島道路の全線早期開通に向け、国など関係機関への要望活動を継続し、
高速道路を活かした福島・相馬・米沢 3 商工会議所による広域的経済連携事業を展開
して参ります。
　更に、相馬市は東北の拠点である仙台市や仙台空港との良好な立地関係にあることか
ら、縦軸・横軸に整備された高速交通ネットワークをフル活用した観光振興による、交

会　頭

草 野 清 貴

新年のご挨拶

流人口の拡大を図って参りたいと考えております。相馬市には豊富な水産資源や松川浦、原釜尾浜海水浴場、
中村城址公園などの観光資源も豊であります。このような資源を大いに活用し地域内外に PR しながら、「城
下町らしい景観づくり」、「音楽による魅力あるまちづくり」へ向け、充実した年にしたいと思います。
　また、本年は相馬商工会議所にとりまして、創立 70 周年を迎える節目の年であります。記念式典をはじめ
とする各記念事業の実施に向けて準備を進めて参りますので、会員皆さま方のご協力をよろしくお願いいたし
ます。
　これからも、相馬商工会議所は行政や関係団体との連携をさらに深めながら、平成 31 年度を初年度とする
5 ケ年計画として策定した「経営発達支援計画」に沿って、頼られる商工会議所として積極的に事業を展開し、
地域経済の活性化に努めて参りますので、より一層のご支援とご協力をお願い申し上げ、新年のご挨拶とさせ
ていただきます。
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　明けましておめでとうございます。
　平成３１年の新春を迎え、謹んでお喜び申しあげます。
　各地商工会議所の皆さまにおかれましては、各地域の経済の発展、また日本商工会議所の諸
事業に対して、日頃から一方ならぬご支援・ご協力を賜り、年頭に当たり厚く御礼申しあげます。
　世界経済は、ＩＭＦによれば、２０１８年の経済成長率はプラス３．７％を維持するものの、
２０１９年の見通しはプラス３．９％からプラス３．７％に下方修正されました。これは、主に
米国トランプ政権の保護主義的な貿易政策が、米中貿易摩擦などの形で徐々に具体化してきた
ことなどを反映したものであり、貿易摩擦が今後さらに過激化すれば、さらなる下方修正リス
クもないとは言い切れません。
　米中貿易摩擦は、今後交渉の中で部分的な妥協はあり得るのかもしれませんが、単なる貿易
摩擦ではなく、安全保障を含めた最新技術の主導権争いに端を発した米中間の覇権争いと捉え
るべきであり、従って長く続くことを覚悟すべきだと思います。われわれ経済人は、そのよう
な状況の中でどのように生き残っていくべきかを模索していく必要があります。
　一方、トランプ政権の極めて不安定な政策は、日本に主体的な対応を求めています。米国が
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ＴＰＰからの離脱を決めた後、日本が国際社会で初めて主導的な役割を果たして、残った国々でＴＰＰ１１を成立させ
ることができ、昨年末には無事発効いたしました。日ＥＵ・ＥＰＡも、トランプ政権の動きを見てＥＵが急に熱心とな
り、署名にまで進むことができましたし、日中関係も中国側の態度に変化があり、両国首脳の相互往来を経て、新たな
次元での関係強化が確認された年となりました。
　わが国の国内情勢に目を転じれば、依然として個人消費に力強さを欠くものの、経済が引き続き緩やかな拡大傾向を
続ける中で、需給ギャップも一昨年よりプラスに転じ、賃金も上昇を続けており、もはやデフレではない状況に達した
といえます。今こそ、人手不足・少子高齢化・低い生産性・地方の疲弊など、わが国の構造的課題の解決に向け、生産
性の向上などのサプライサイドの経済政策を推し進めるとともに、社会保障の持続可能性の向上と財政健全化にも取り
組むべきであります。昨年秋には安倍総理の３選も決まり、世界に誇るべき安定的な政権運営基盤が整いました。是非
ともアベノミクスをステージアップさせ、「足元の安心」から「将来の安心」により軸足を移した経済財政政策の検討
と推進を望みたいと思います。
　内外情勢がこのように大きく変化する中、民間企業も自己変革に取り組まねばなりません。深刻化する人手不足にど
う対応していくのか、ＡＩ・ＩｏＴなどの第４次産業革命における技術革新をどのように活用して自らの生産性を高め
ていくのか、海外市場を自らの成長にどう結びつけていけばよいのか。不確実・不透明な時代であるからこそ、企業経
営者は目の前の課題をむしろチャンスとして前向きに捉え、自ら果敢に挑戦すべき時を迎えています。
　そうした中、われわれ商工会議所は、地域の経営者に寄り添いながら、変化の波を新たな成長へとつなげていく動き
を後押しする使命があります。まさに、企業の発展が地域経済社会の発展につながり、そして日本全体の発展につながっ
ていくべきであり、商工会議所創立から１４０年を経た今こそ、渋沢栄一翁が述べた「公益と私益の両立」の原点に立
ち返り、自覚も新たに活動すべきであります。
　私もまた、「中小企業に日本の課題が最も早く押し寄せる故に、中小企業の課題を解決することが日本経済の成長に
直結するものだ」との信念の下、本年、商工会議所が取り組むべきものとして、以下の課題を掲げ、重点的に取り組ん
でまいりたいと思います。
　１点目は、「人手不足への対応と生産性向上」に向けた取り組みです。人手不足が中小企業の最大の経営課題となっ
ている今、人材の確保・定着や生産性の向上に最優先に取り組まなくてはなりません。女性・高齢者・外国人など、多
様な人材の活用とともに、業務運営の見直しも含めた働き方改革の推進や、ⅠＴ・ＩｏＴ、ロボット、ＡＩなど革新的
技術の活用を通じて生産性の向上を図っていく必要があります。日本の全企業数の９９．７％を占める中小企業の生産
性向上なくして、わが国全体の生産性向上と持続的成長は不可能です。商工会議所としても、経営者の「気づき」を促
し、身の丈に合った形でＩＴ・ＩｏＴやＡＩを身近な経営改善に活用いただけるよう、すそ野の広い支援事業を積極的
に展開してまいります。
　２点目は、「中小企業の活力強化と地方創生」への取り組みです。経営者の高齢化や後継者不足により、地域経済の
基盤である中小企業の廃業数は増加を続けています。昨年、事業承継税制が抜本拡充されたことをテコに、円滑な事業
承継を支援し、価値ある事業の存続を図るとともに、新たな創業も促していかなくてはなりません。地域において中核
となる企業の存続と新たな創業は、そのまま地域の活性化とわが国の成長につながる極めて重要な課題です。商工会議
所は、国の支援施策もフル活用させていただき、地方銀行などの協力も得ながら、引き続き円滑な事業承継、創業支援
に取り組んでまいります。また、農商工連携、地域資源を活用した観光振興、中小企業の海外展開など、域外需要の獲
得と真の地方創生に向けてさらに取り組みを強化してまいります。
　特に本年は、日本が議長国を務めるＧ２０サミットやラグビーワールドカップが予定されており、また２０２０年に
は、いよいよ東京オリンピック・パラリンピックの開催を迎えるなど、世界的なビッグイベントが続きます。これらは、
わが国の魅力を世界にアピールする絶好の機会であり、インバウンドのみならず国内観光を含めた観光振興により、地
域活性化に尽力してまいりたいと思います。
　３点目は、２０１９年１０月１日に予定されている「消費税率引き上げ」への対応です。消費税率引き上げ前後の需
要変動に対する平準化対策に関しては、取引価格への円滑な価格転嫁が大前提であり、そのためには中小事業者への十
分な配慮と支援が必要です。また軽減税率に関しては、導入まで残り１年を切っている中で、昨年９月時点での日商の
調査によると、多くの事業者が未だ準備に取り掛かっていない状況が明らかになりました。軽減税率は日本として初め
ての経験となりますので、一刻も早く準備を進めることが必要です。これまでも多くの商工会議所で説明会・相談会を
実施してきましたが、引き続き国との連携を密にし、広報活動や事業者からの相談などに取り組み、事業者の円滑な対
応を支援してまいります。
　最後に、今春には天皇陛下がご譲位され、「平成」が終わり新しい時代の幕開けとなります。日本商工会議所は「未
来を拓く商工会議所」として、全国５１５商工会議所のみならず、青年部、女性会との連携も今まで以上に強化し、前
述の課題解決に尽力するとともに、企業、地域、ひいては日本経済の持続的成長の実現に向けて全力で取り組んでまい
ります。

三 村 明 夫
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　新年明けましておめでとうございます。
　早生まれで、昨年の正月に、同級生共々還暦祝いを致
しました。平均寿命が年々伸びる中で、健康寿命を延ば
すべく、生活習慣を少しずつ変えていこうと思います。
　今年は、国内に於きましては元号が変わり、海外でも
様々な動きがあります。また騒がしい一年になるのかな
と思いますが、地元の協同組織金融機関のトップとして、
地元に愛される金融機関を目指し、率先垂範、本気で行
動して参ります。「賢者は議論よりも行動を重んじる」
と言うことです。
　皆様に於かれましても、今年一年が素晴らしい年にな
りますことを、ご祈念申し上げます。

　新年、あけましておめでとうございます。
　今年は、亥年の年男ということで 60 歳の節目を迎え、
色々と感慨深いものがあります。私が、相馬へ戻って来
たのが 44 歳の時であり、又、それまでの仕事とは全く
違った親の仕事を継承し、色々戸惑ったこともありまし
たが、あっという間に 16 年の歳月が過ぎ去りました。
　その期間の半分が、東日本大震災後・原発事故という
想像もしない事柄が起き、復興に向かって日々を過ごし
ていく毎日でした。
　今年は青のりの試験操業の 2 年目に入り、放射能の

　会員諸兄におかれましては、輝かしい新春をお迎えの
事と心からお喜びを申し上げます。震災復興長期間に亘
り、商工業の総合的な改善発展を図られた皆々様に感謝
をしております。さて、私事節目により一言ご挨拶を申
し上げます。
　会議所活動は平成 6 年に入会し、組織運営等活動に
協力し平成 8 年には常議員として任命を受けました。
また、平成 13 年には重責の副会頭の拝命を頂き、要望
活動、地域振興、交流連携事業の推進、各種講習会及び
共済事業による企業の経営安定、福利厚生の充実等に取
組み、多大なるご協力を賜り、今後皆々様方のご活躍を
ご期待申し上げ今年も無事故で頑張ります。

相双五城信用組合　
代表理事　梅　澤　国　夫

㈱マルリフーズ 
代表取締役　稲　村　利　公

旭電設工業㈱
代表取締役　八　巻　正　隆

新年号特集
平成 31年　亥年「年男・年女」

今年の抱負
亥年生まれの皆さんにご登場頂き、今年の抱負につい
て寄稿して頂きました。ご活躍をお祈り申し上げます。

風評の払拭に向け、又、地元の復活に向けてより一層の
努力を致してまいりますので、ご協力方、よろしくお願
い致します。

　新年明けましておめでとうございます。
　私は 1995 年に NTT に入社をしましたが、入社当時
は Windows95 の登場によりパソコンやインターネット
が普及しはじめた時期でした。
　その後時代が進み、今ではロボットや AI（人工知能）
と言われる技術が目覚しい進歩を遂げ、人を介すことな
く物事が成し遂げられる時代がすぐそこまで迫ってきて
います。
　そのような中、私も時代の波に乗り遅れることなく、
微力ながら皆様のお役に立てるよう取り組んでまいりま
すので、今後ともご指導ご鞭撻の程よろしくお願いいた
します。
　本年が皆様にとってすばらしい一年となりますよう心
よりお祈り申し上げます。

東日本電信電話㈱福島支店
担当課長　畑　野　忠　之

●本商品をご検討の際には「重要事項説明書（契約概要・注意喚起情報・
その他重要なお知らせ）」「ご契約のしおり・約款」を必ずご覧ください。 

経営者の未来と
会社の安心のために。

在任中のリスクやご勇退に向けての備えは万全でしょうか。

AXA-A1-1709-1425/9F7AXA-A1-1709-1425/9F7

企業ラインナップ

アクサ生命は、商工会議所と協力し、会員事業所の各種ニーズ
（弔慰金・見舞金制度、退職金制度、リスク対策や事業承継な
ど）を共済制度／福祉制度でサポートしています。 
 
アクサ生命保険株式会社 
郡山支社　相双営業所　 
〒975-0006　福島県南相馬市原町区橋本町1-35　  
TEL 0244-24-3480 
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　福島・相馬・米沢商工会議所では、東北中央道を利活用し 3都市間の交流活性化のために各地域の情
報発信を行っています。市民の皆様も福島市・米沢市に是非お出かけください。通行料無料です。

福島・米沢の情報コーナー　東北中央自動車道〔相馬⇔福島⇔米沢〕

１月 行事予定
日（曜） 行　　　　　事 時間 場　　所

7 （月）
正副会頭会議 14:00 相馬商工会議所
平成 31 年相馬市新春のつどい 16:00 Nリゾート福島 フェリーチェ

8（火）日本政策金融公庫金融相談会 11:00 相馬商工会議所
13（日）平成 31 年成人式 11:00 相馬市民会館
14（月）第 40 回どんと祭 16:15 長友グラウンド
15  （火）日本政策金融公庫金融相談会 11:00 相馬商工会議所

17（木）
女性会　第 2回特別委員会 13:30 相馬商工会議所
年始知事懇談会 17:30 福島市・知事公館
青年部 第 10 回理事会 19:00 相馬商工会議所

21（月）
正副会頭会議 14:00 相馬商工会議所
常議員会 16:00 相馬商工会議所

22（火）日本政策金融公庫金融相談会 11:00 相馬商工会議所
24（木）女性会　新年会 18:00 なぎさの奏夕鶴

28（月）日本商工会議所三村会頭と東日本大震災沿岸部被災地区商工会議所連絡会との懇談会 13:00 東京商工会議所ホール

29（火）
日本政策金融公庫金融相談会 11:00 相馬商工会議所
福島県商工会議所連合会第 3回幹事会 11:30 郡山商工会議所

 

平成３０年度ふくしま農商工連携ファンド事業 公募開始のお知らせ 

 

 

 

 

■ 第１回公募期間  平成３０年７月２日（月）～平成３０年７月３１日（火）  

※ 平成３０年１０月１日から開始（事業着手）する事業が対象 

ふくしま農商工連携ファンド事業［今回助成総額（予定） 4,000 万円程度］ 

【助成率】助成対象経費の５分の４以内 

農林漁業者と中小企業者等の連携体が、それぞれの強みを生かしながら、新商品の開発や販路開拓等

に取り組む事業に対して助成を行うことにより、地域産業の活性化を図ります。 

・詳しくは、当センターWeb サイト内、該当事業のページをご覧ください。 

また、６月１８日(月)、２２日(金)に、福島市及び郡山市で公募説明会を開催する予定です。 

※ 当センターWeb サイト http://www.utsukushima.net/ 福島 振興センター 検索 

   

 

 

 

 

 

 

※下のような感じで、横に長めにすれば、収まるかと思います。。 

 

原稿(案)半ﾍﾟｰｼﾞ

原稿(案)1/8 ﾍﾟｰｼﾞ

新商品・新技術等の開発、調査・分析又は 

販路開拓等に係る経費の一部を助成します 

 

公募期間:31 年 1 月 4 日～31 年 1 月 31 日

詳しくは 福島 振興センター 検索 

 
 

(公財)福島県産業振興センター ☎024-525-4035 

http://www.utsukushima.net/ 

お問合せ先 

お問合せ先： 

(公財)福島県産業振興センター 経営支援部経営支援課  

〒960-8053 福島市三河南町 1-20 コラッセふくしま２Ｆ  TEL 024-525-4035 

Ｆ

新商品開発・技術開発・販路開拓等に係る

経費を最大５分の４まで助成します！

「商品券」使い忘れにご注意！！
昨年 8 月に販売しました「がんばろう相馬！スーパープレミアム商品券」の使用期限は、1 月 18 日（金）までとな
りますので、お早めにご利用いただくようご案内いたします。
また、加盟店の方の換金申請期間は以下の通りです。換金忘れの無いようご確認をお願いいたします。
◆換金申請期間　平成 31 年 1月 4日（金）～ 11 日（金）・2月 1日（金）～ 8日（金）・2月 18 日（月）～ 22 日( 金 )

　 事 業 所 名 　 　代表者　 　 業 　 種 　

∞ （ ム ゲ ン ） 森　 拓 也 飲 食 業

A t o Z  E N G L I S H 相 馬 阿 部 克 也 英 会 話 ス ク ー ル

中 村 賢 治 行 政 書 士 事 務 所 中 村 賢 治 行 政 書 士

新入会員紹介

【天元台スキー場】
住　　所：米沢市白布温泉天元台　
Ｔ Ｅ Ｌ：0238-55-2236
営業期間：2018 年 12 月 1 日～ 2019 年 5 月 12 日予定
Ｈ　　Ｐ：http://www.tengendai.jp/
【米沢スキー場】
住　　所：米沢市万世町刈安栃平道下　
Ｔ Ｅ Ｌ：0238-28-2511
営業期間：2018 年 12 月 22 日～ 2019 年 3 月 31 日予定
ナイター営業：① 12 月 22 日～ 24 日・12 月 28 日～ 1 月 20 日
　　　　　②１月 21 日～３月 10 日の金・土・日・祝日のみ
Ｈ　　Ｐ：http://www.yonezawa-ski.co.jp/
【小野川温泉スキー場】
住　　所：米沢市小野川町 1881-1　
Ｔ Ｅ Ｌ：0238-32-2121
営業期間：2018 年 12 月 22 日～ 2019 年 3 月 3 日の土・日・
　　　　　祝日および、12 月 29 日～ 1 月 3 日予定
Ｈ　　Ｐ：http://npo-onogawa.org/

四季の里 イルミネーション 2019 米沢福島

■点灯期間　1 月 12 日 ( 土 ) ～ 2 月 11 日 ( 月・祝 )
■点灯時間　17:00 頃～ 21:00
■点灯場所　四季の里 園内（福島市荒井字上鷲西 1-1）
※期間中の毎週土曜日（18:30 ～ 19:15）工芸館内では
ミニコンサートを開催します。観覧無料です。
　・1 月 12 日　福島ジャズ ボッサ研究会
　・1 月 19 日　SkyT
　・1 月 26 日　Musicanti　音藏詩
　・2 月  2 日　ﾆｭｰ ･ ﾌｧﾝﾀｽﾃｯｨｸ ･ ｼﾞｬｽﾞ ･ ｵｰｹｽﾄﾗ
　・2 月  9 日　As-4「アス・フォー」
　また、毎週土曜日限定で、
18:00 ～　あったかスープで
“ おもてなし ” いたします。
( ※数に限りがございます。)
◎協力　ＪＲＡ福島競馬場
【お問い合わせ】
福島市観光開発㈱西事業所
TEL:024-593-0101

【詳細・お問い合わせ】
各スキー場ＨＰ、またはお電話でお問い合わせください。

米沢市内３つのスキー場がシーズンイン！
入園無料
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経営のことで
　事業所が抱える様々な経営の悩みを解決すべく、
様々なサポートをします。また、課題を解決する
ために専門家を無料で派遣しています。

※その他にも各種事業を行い、地域経済の活性化に努めております。
　入会手続き等詳しくは、相馬商工会議所のHPをご覧ください。
●お問い合わせ　相馬商工会議所　TEL0244-36-3171〈URL〉http://www.somacci.com/

相馬商工会議所　入会のご案内
　相馬商工会議所では、新規会員を募集しております。
　当商工会議所は、相馬地域で唯一の総合経済団体として、商工業発展の為
に様々な事業に取り組むとともに、個人や企業では解決できない問題の要望
活動などを実施しております。相馬市内で事業活動を行っている商工業者の方
なら、規模・業種を問わずどなたでも入会頂けます。現在も多くの会員が商
工会議所を上手に利用し、事業所の発展に役立てています。当商工会議所に
未加入の事業所の皆様には、是非ご入会頂き、一緒に活動してみませんか。

≪こんな会員メリットがあります≫

事業資金を借りたい
　国や県・市などの制度資金のほか、小規模事業
者のための無担保・無保証の経営改善資金（マル
経融資）を斡旋しています。また、借入する場合
の資金計画、経営計画の作成のお手伝いをします。

税務・記帳支援
　記帳初心者の方へ、記帳の初歩から決算に至る
までを継続して支援します。源泉徴収票の記載方
法や年末調整、決算申告書作成をお手伝いします。
　また、節税のポイントなどのアドバイスも致し
ます。

働きがいのある職場づくり
　労働環境改善のための支援を行います。役員及
び従業員の福利厚生の充実のため、各種共済制度
をご紹介しています。また、共済加入者には定期
健康診断や成人病予防検診などが割引料金で受診
でき毎年開催のバスツアーや福引大会にもご参加
頂けます。

経営の勉強をしたい
　経営・労務・金融などの経営の諸問題について
各分野の専門家による講習会や講演会を開催し、
皆様の企業経営を応援します。また、従業員向け
に新入社員セミナーや POP 作成講習会、軽減税率
制度に関するセミナーなども開催しております。

創業支援
　これから開業を計画されている方に、新規開業
までの準備や手続き、開業に必要な許認可制度や
資金計画について、関係機関と連携を図り、手厚
く支援いたします。

補助金・助成金の申請支援
　小規模事業者持続化補助金やものづくり補助金
などの補助金導入に関する申請に関して、事業計
画の作成等、一から申請を支援いたします。

情報・資料の提供
　国・県・市をはじめとする関係団体の施策・制
度の紹介や普及を行うとともに、商工業に関する
調査や情報・資料を収集、提供します。会報「会
議所だより」では、商工会議所や地域経済の動向、
地域のニュース、経営に役立つ情報などを毎月お
届けします。

中心市街地活性化・販促支援
　相馬市内の店舗で使えるプレミアム商品券や
クーポン券の事業にご参加頂けます。また、当所
で作成する「お食事処マップ」や「相馬逸品リー
フレット」などにも情報を掲載できます。

米沢市内３つのスキー場がシーズンイン！
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相馬商工会議所
役員 ・議員 事業所名 50 音順

草野建設㈱
代表取締役

草　野　清　貴

㈱キクチ
代表取締役会長

菊 地 逸 夫

副会頭

サービス業部会長
㈱東邦銀行相馬支店	
支店長

白 井　 薫

常議員

東北電力㈱相双電力センター	
副調査役

高 玉　 武

常議員

㈱中村環境	
代表取締役

森 松 秀 一

常議員
広報委員長
（名）ハイカラ屋商店	
代表社員

石 田 義 広

常議員

建設業部会長
平澤建設工業㈱	
代表取締役

平 澤 慎 一 郎

常議員 常議員

㈱星写真舘	
代表取締役

西 村 年 晴

常議員
水産業部会長
㈱マルリフーズ	
代表取締役

稲 村 利 公

山佐興業㈲	
代表取締役

佐 藤 雅 一

常議員

工業部会長
ダウ・ケミカル日本㈱
相馬工場
工場長

立 谷 重 巳

常議員
観光振興委員長
（資）和田屋酒店	
代表社員

阿 部 昭 太 郎

常議員

福山真久税理士事務所	
所長

福 山 真 久

監　事

佐原茂税理士事務所	
所長

佐 原　 茂

監　事

花塚熱学工業㈲	
代表取締役

花 塚 豪 人

監　事

中澤水産㈲
代表取締役

中 澤 正 邦

副会頭

相双五城信用組合
代表理事

梅 澤 国 夫

副会頭

和田山 雄 康

専務理事

アイワビルド㈱
代表取締役

櫻 井 州 雄

常議員
まちなか景観づくり委員長

アクサ生命保険㈱
相双営業所
営業所長

三 好　 智

常議員

㈱アサヒビルメンテナンス
代表取締役

荒　 武 士

常議員
会員研修交流委員長

あぶくま信用金庫相馬支店
支店長

木 村 繁 夫

常議員

㈱小野中村
代表取締役会長

小 野 貞 人

常議員

㈱菅野寛商店	
取締役会長

菅 野 利 男

常議員
まちづくり委員長
（資）錦尚堂
代表社員

武 島 昭 良

常議員
物産振興委員長
小松製粉製麺所	
代表

小 松　 隆

常議員

㈱佐伯不動産	
代表取締役

佐 伯 栄 一

常議員
会館管理運営委員長
㈱七十七銀行相馬支店
支店長

尾 形 庸 一

常議員

㈲晴風荘
代表取締役

坂 本 正 夫

常議員
総務委員長
㈱石匠松もと	
代表取締役

松 本 壹 雄

常議員

㈱仙台屋金物店	
代表取締役

亀 谷 正 哲

常議員
商業部会長
㈱タダノ
代表取締役

只 野 泰 正

常議員

㈲立谷商会	
代表取締役

立 谷 惣 一

常議員

相馬共同火力発電㈱
取締役副社長

荒 木　 寛

常議員

会頭

常議員
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㈱ＩＨＩ航空・宇宙・防衛事業領域
相馬事業所	
総務部長

黒 澤 一 弘

宇治甘露園	
代表

鈴 木 光 一

議　員

㈱アリーナ
代表取締役

高 山 慎 也

議　員
イオンリテール㈱
イオン相馬店
店長

秋 山 智 之

議　員

氏家造園工業㈱	
代表取締役

氏 家 武 俊

議　員

㈱コンタクト	
代表取締役

鎌 田 邦 宏

議　員

㈲カネヨ水産	
代表取締役

小 野 芳 征

議　員

㈲大橋工業	
代表取締役

大 橋 芳 広

議　員

㈱小野内工務店	
代表取締役

小野内 重 雄

議　員
オリエンタルモーター
㈱相馬事業所	
所長

木 村 明 宏

議　員

㈲きぶん
代表取締役

林　 光 行

議　員

㈲協大
代表取締役

大 槻 篤 志

議　員

㈱コハタ
代表取締役

木 幡　 安

議　員

相馬港湾運送㈱
常務取締役

阿 部 守 一

議　員

㈲しらた石材工業	
取締役会長

白 田 行 次

議　員

㈱佐藤水産	
代表取締役

佐 藤 喜 成

議　員

㈱サンエイ海苔	
代表取締役社長

立 谷 一 郎

議　員

㈱下浦寝具店	
代表取締役

下 浦 文 夫

議　員

㈱菅原善治商店	
代表取締役

菅 原 恒 佳

議　員

㈱セイユー建設	
代表取締役

青 田 由 広

議　員

相馬環境サービス㈱	
取締役総務部長

阿 部 吉 忠

議　員

東邦印刷㈱
代表取締役

鈴 木 康 之

議　員

高山電業㈱	
代表取締役

高 山 克 男

議　員

（資）相馬堂時計店	
代表社員

松 本 伸 一

議　員

相馬双葉漁業協同組合	
代表理事組合長

立 谷 寛 治

議　員

㈱大東銀行相馬支店	
支店長

上 野　 淳

議　員

㈱只野商事	
代表取締役

只 野 裕 一

議　員

でんき倶楽部たけだ	
代表

武 田 一 奉

議　員

㈲東部ダンボール工業
代表取締役

門 馬 征 二

議　員

なぎさの奏	夕鶴	
専務取締役

坂 本 浩 子

議　員

㈱東北エスケー商会	
代表取締役

坂 本 健 一

議　員

㈱鳥久精肉店	
代表取締役社長

猪 又 政 樹

議　員

㈲ニイツマフーズ	
専務取締役

新 妻 はつ子

議　員

ニダック精密㈱	
取締役	経理・総務部長

岩 崎 健 司

議　員

㈲ニイツマ住建	
代表取締役

新 妻 公 夫

議　員

議　員

旭電設工業㈱	
代表取締役

八 巻 正 隆

㈱ＡＤＥＫＡ相馬工場
工場長

髙 橋 真 木 雄

議　員 議　員

㈱アライリースサービス
代表取締役

荒 井 宏 治

議　員

㈱馬陵タクシー	
代表取締役

平 澤 貞 昭

早川電気工業㈱	
代表取締役

早 川 輝 彦

議　員 議　員



（8） 第 372 号 平成 31 年 1 月 4 日発行

㈱福島銀行相馬支店	
支店長

伊 藤 雅 憲

議　員

畑 野 忠 之

議　員

東日本電信電話㈱福島支店
担当課長

㈱文泉社
代表取締役

羽 柴 信一郎

議　員
（弁）ブレインハート法律事務所
相馬オフィス	
所長

髙 橋 俊 樹

議　員

㈱福島県東部自動車教習所	
代表取締役社長

今 野 一 成

議　員

船橋屋商事㈱	
専務取締役

立 谷 憲 一

議　員

若竹信雄税理士事務所	
所長

若 竹 信 雄

議　員

㈲ホテルふたばや	
代表取締役

羽 柴 幸 洋

議　員

㈲ライオン堂	
代表取締役

大久保 晴 敏

議　員

新年あけましておめでとうございます
お客様と社会からの期待に応え適正な納税の
実現と業績管理のノウハウにより地域社会の
発展に貢献致します。
ＴＫＣ全国会会員
経営革新等認定支援機関

税理士法人プロフェッションズ
（旧鳥居恒紀税理士事務所）

社員税理士
社員税理士

鳥　居　恒　紀
鳥　居　由　葵

相馬市中村字桜ヶ丘 56-1  T.K ウェルネス桜ヶ丘 201
TEL 0244-35-1366    http://taxprofessions.jp/

http://w
w
w
.toyo-w

eb.net/

⑺

http://green.tkcnf.com
/

相馬市連合商栄会
田町商店街振興組合
宇多川町商店街振興組合
相馬市駅前商店街振興組合
ハートフル栄町商栄会
大 町 商 栄 会
荒 井 町 商 栄 会
向 町 商 栄 会
駅 東 商 栄 会

総合建設業

代
表
取
締
役
会
長

　菊
地

　逸
夫

代
表
取
締
役
社
長

　菊
地

　盛
夫

株
式
会
社

キ
ク
チ

〝
会
計
で
会
社
を
強
く
す
る
〞

事
業
継
承
支
援
・
経
営
改
善
計
画
策
定
支
援

㈱文泉社
代表取締役

羽 柴 信一郎

議　員

そ
ろ
ば
ん
は 

昔
も
今
も 

こ
れ
か
ら
も

代表取締役会長 小野貞人

株式会社 小野中村

〒976-0013 
福島県相馬市小泉字高池88-1
TEL 0244-26-7821 
 FAX 0244-26-7822
http://www.on-cc.jp

代表取締役社長 植村賢二


